
2025年4月期第2四半期決算説明資料

株式会社フロンティアインターナショナル

東証グロース 7050
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エグゼクティブサマリー

2025年4月期業績

前期の大型案件(当社主催の大型スポーツイベント、コロナ関連ワクチンBPO)と2024年1月

連結子会社化した「ガイアコミュニケーションズ」の影響を特殊要因として除けば、前期比

17.9%増収、71.９%増益と既存ビジネスは堅調。

(参考)実績は、前期比4.2%増収、50.0%減益。
※5ページで説明

第2四半期(5月～10月)業績は、売上高・営業利益ともに社内計画通りに進捗。

受注が堅調に推移していることに加え、2024年9月連結子会社化した2社(シネブリッジ、マ

ックスプロデュース)の業績寄与もあり、通期会社計画業績は期初発表から変更なし。
※11～14ページで説明
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2025年4月期第2四半期業績
０
１
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● 国内経済の成長に伴いマーケティング活動は活性化、イベントも増加しており、売上高は特殊要因を除けば17.9％の増収。

● 人々の外出機会増加に伴い当社イベント開催数は前期比6.5％増加、収益性も改善し、営業利益は特殊要因を除けば71.9％の増益。

● 第2四半期(5月～10月)業績は、売上高・営業利益ともに社内計画通りに進捗。

2025年4月期第2四半期業績

2025年4月期業績01

（百万円）

特殊要因を除く実績

2025年4月期2024年4月期2025年4月期2024年4月期

前年同期比5月-10月5月-10月前年同期比5月-10月5月-10月

17.9%7,4656,3314.2%8,6508,301売上高

19.1%
1,6231,363

△16.1%
1,6191,931売上総利益

21.7%21.5%18.7%23.3%(利益率)

6.3%1,1681,0999.5%1,2031,098販管費

71.7%
455265

△50.0%
416832営業利益

6.1%4.2%4.8%10.0%(利益率)

△52.0%408850経常利益

4.7%10.2%（利益率）

△39.5%327541当期純利益

※特殊要因については売上高、売上総利益を調整
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案件業種別売上占有率(業界別)

2025年4月期業績01

● スポーツ・ファッション(当社主催の大型スポーツイベントの反動減)や、官公庁・団体(コロナ関連ワクチンBPOの反動減)などが減収

しましたが、企業のマーケティング活動におけるイベント需要の増加を背景に、情報・通信(EC企業の大型展示会が増加)や、食品(多

くの企業が広報宣伝活動を回復)を中心に増収しました。

2024.４期 2025.４期 前期比（百万円） 増減率

51.0%52017.8%1,54012.3%1,020食品

81.4%66117.1%1,4749.8%812情報・通信

△47.6%△79610.2%87720.2%1,673官公庁・団体

10.8%718.5%7318.0%660小売・家電

80.2%2867.4%6434.3%357その他団体

10.3%607.4%6397.0%579ゲーム

98.6%3177.4%6383.9%321交通・レジャー

54.9%2267.4%6364.9%411嗜好品・化粧品

44.1%1264.8%4133.4%286不動産・住宅設備

△70.6%△9244.5%38615.8%1,310スポーツ・ファッション

66.0%1303.8%3262.4%196金融・保険

△61.4%△3112.3%1956.1%506自動車・関連品

△12.3%△151.3%1091.5%124薬品・医療用品

△2.9%△10.5%440.5%46その他

4.2%349100.0%8,650100.0%8,301総計
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営業利益の増減分析

2025年4月期業績01

特
殊
要
因
よ
る
減
少

人
的
資
本
投
資

そ
の
他

2023年
5月-10月

832 △568

△56

3
△17 416

2024年
5月-10月

（百万円）

● 前期大型案件の反動減を既存ビジネスの伸びでまかないきれなかったことや、新規連結子会社化した「ガイアコミュニケーション
ズ」が来期黒字化を目指し統合プロセス(注)を実行中であること、持続的な成長に向けて、戦略的な人的資本投資(2024年4月31名入

社)したことなどから減益。 (注)PMI(ポスト・マージャー・インテグレーション)：M&A(買収)後の統合プロセス。

260 △38

売
上
高
の
増
加

※特殊要因については売上総利益を調整

ガ
イ
ア
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ

M
&
A
関
係
の
費
用
（
の
れ
ん
）
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連結貸借対照表

2025年4月期業績

前期末比
2025.４期

10月末2024.４期
（百万円）

01

● 現預金は前期末比▲3.6億円減少し、

60.7億円。

● 固定資産はM＆Aを実施した結果、

のれんが2.8億円増加し、27.5億円。

● 負債はM＆A先の短期借入金0.9億円、

未払消費税・法人税が2.4億円増加し、

39.6億円。

● 総資産は前期末比8.2億円増加し、

124.5億円。

● 自己資本比率はM＆A(シネブリッジ、

マックスプロデュース)による総資産

が増加し、前期比▲3.5%。

4199,6999,280流動資産

△3636,0706,434現預金

4102,7532,342固定資産

5873,9623,375負債

2428,4908,248純資産

△3.5%67.1%70.6%自己資本比率

82912,45311,623総資産
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連結キャッシュフロー計算書

2025年4月期業績01.

前年同期比
2025.４期
5月-10月

2024.４期
5月-10月（百万円）

01

● 営業CFは、売上債権の増加と未成業

務支出金の増加により、前年同期比

▲2.6億円の減少。

● 投資CFは、投資有価証券、子会社株

式の取得により、前年同期比▲2.2億

円の減少。

● 財務CFは、配当金の支払額の減少に

より、前年同期比0.6億円増加。

● FCFは、▲2.5億円となり、前年同期

比▲4.8億円の減少。

△26371334営業CF

△220△323△103投資CF

68△189△257財務CF

84△173△257配当支出

△420△441△21
現金・現金同等物

増減額

7754,7423,967期末残高

△482△252230FCF(営業CF＋投資CF)
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2025年4月期通期業績予想
０
２
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2025年4月期通期連結業績予想

2025年4月期業績見通し

（百万円）

● 期初発表した会社計画業績から変更なし。
● 2025年下期は、前期の特殊要因の影響が小さくなることに加え、内需企業を中心にイベント需要は底堅く推移することが予想され、万

博関連業務をはじめ既存ビジネスは堅調が見込まれる。

2025年4月期2024年4月期

増減率業績予想通期実績

6.7%18,10016,944売上高

5.2%
3,6523,470売上総利益

20.2%20.5%(利益率)

6.1%2,3982,260販管費

3.5%
1,2541,210営業利益

6.9%7.1%(利益率)

4.2%
1,2841,232経常利益

7.1%7.3%（利益率）

70.7%833488当期純利益

02
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営業利益の増減分析

2024年
4月期
実績

1,210 △621

△90

3△24 1,254

（百万円）

● 前期の特殊要因の反動はあるが、リアル体験の需要を背景に既存ビジネスは堅調に推移することが予想されることや、2024年9月連

結子会社化した2社(シネブリッジ、マックスプロデュース)も業績寄与することが見込まれる。

696 △50

02 2025年4月期通期業績予想

2025年
4月期
業績予想

100

※特殊要因については、売上総利益を調整

特
殊
要
因
に
よ
る
減
少

売
上
高
の
増
加

ガ
イ
ア
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ

新
期
Ｍ
＆
Ａ
先
２
社
の
業
績
寄
与

人
的
資
本
投
資

M
&
A
関
係
の
費
用
（
の
れ
ん
）

そ
の
他
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受注残高

2025年4月期通期業績予想02

2025年4月期2024年4月期

差異(2024/10/31現在)(2023/10/31現在)売上高(百万円)

5296,6406,111
受注残高

(受注＋High＋Midの合計)

△1003,0643,164Lowの合計

● 受注：金額、実施時期が決定している案件

● High：金額・実施時期に不確定要素のある案件(80%以上の確度)

● Mid：企画・提案案件のうち、受注する確度の高い案件(50%以上の確度)

● Low：企画・提案中の案件

※ガイアコミュニケーションズ、シネブリッジ、マックスプロデュースは含まず

● マーケティングにおける「体験」のニーズは拡大しており、ゲーム関係のPRイベントや展示会、デジタルマーケティング支援など、

2024年10月末現在の受注残高(受注＋High＋Midの合計)は前年同期比8.6%増と堅調。なお、2025年4月に開催される万博関連業務は

収益性を重視し受注。
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新規連結子会社の状況

2025年4月期通期業績予想02

連結子会社化した年月：２０２４年１月出資比率：66.70%
当期純利益経常利益営業利益売上高直近決算期

△154△49△623,1222024年2月期

△33△33△381,1812025年2月期
(3月～8月)

連結子会社化した年月：２０２４年9月出資比率：76.47%
当期純利益経常利益営業利益売上高直近決算期

8282811,1222024年2月期

連結子会社化した年月：２０２４年9月出資比率：100.00%
当期純利益経常利益営業利益売上高直近決算期

5678791,3552024年9月期

ガイアコミュニケーションズ

シネブリッジ

マックスプロデュース

● メディアリレーションと広告運用のノウハウ、デジ
タルマーケティング、WEB広告における制作・運用

が強み。

● 案件の失注があり、業績悪化も、グループ間ネット
ワークによる新規営業の強化を行い、黒字化を達成

させる。

（百万
円）

（百万
円）

（百万
円）

● 伝統的なエンターテイメントの代表格である映画の
インシアタープロモーション領域でシネアドやプロ

モーションが強み。

● 社内表彰式や社員総会といったインナーイベントを
中心に映像企画や制作に強みがあり、代理店を経由

しない大手クライアントを抱えている。
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配当予想
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2019年4月期 2020年4月期 2021年4月期 2022年4月期 2023年4月期 2024年4月期 2025年4月期
予想

■配当金 配当性向

● 当社グループは、株主の皆さまに対する利益還元を重要な経営課題と認識しており、経営成績及び財務状況、中⾧期的な事業拡大に
必要な内部留保など、その見通しに応じた適切な利益還元策を柔軟に検討し、実施することを基本方針としております。

● 前年度24/4期より資本効率の改善を図るため、配当性向の目安基準を35%に引き上げました。

（百万円）

2025年4月期通期業績予想02
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成長戦略の進捗03
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Purpose 心の豊かさを分かち合える

生きる喜びに満ちた

世界の実現。

私たちの未来

2024年5月～2027年4月

人の創造力と実現力で、

未来の可能性を切り拓く。

2027年4月期【売上高500億円営業利益50億円】

2024年5月～2025年4月

M&Aの加速

V字回復のための基盤を創る。
【売上高181億円営業利益12.5億円】

第3次中期 重点施策

人的投資の加速

ブランドの強化

グループ内外のネットワーク強化

第35期 重点施策

収益モデルの多様化

企業グループ化の推進

戦略から実施迄の一貫体制確立

私たちの使命

未体験を開拓し、

すべての人の

経験にする。

第3次
中期事業計画

第35期
事業計画

成長戦略の進歩0３
成長戦略
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35期重点施策

成長戦略の進捗01.0３

● VI(ビジュアルアイデンティティ)の刷新を行い、

当社ブランドのよりよいトーン＆マナーを整備し、

求心力を高めていく

● グループ会社が増えていくことに基づき、グルー
プの共通性と結束を指し示す

● HPのリニューアルによるブランド価値向上

ブランドの強化

● 採用力向上による優秀な人材、新卒者を毎年50

名採用目標、24/4期の新卒者の採用実績(31名)

● フロンティアグループの研修制度の体系化

● ベースアップ、働きやすさをはじめとする人事制
度の刷新

人的投資の加速
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35期重点施策

成長戦略の進捗01.0３

● 2024年9月シネブリッジとマックスプロデュース

をM＆Aにより獲得

● 今後も精力的にM＆Aを実施し、事業拡大を図る

M＆Aの加速

収益モデルの多様化

● 2023年5月に設立したデジタル特化の株式会社イ

リアルは、Web広告案件、SNS運用案件を通じ

てデジタルマーケティング支援への本格参入を果

たし、フロンティアダイレクトと同様にクライア

ントとの継続的な取引による収益モデルを拡大

当期純利益経常利益営業利益売上高直近決算期

913134862024年4月期
(5月～10月)

20
(126.0%)

32
(141.2%)

32
(138.7%)

632
(29.9%)

2025年4月期
(5月～10月)

（百万円）
( )内は前年同期比率
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事例紹介

01.

▍ 某ゲーム５周年ファンイベント ▍ 渋谷盆踊り

▍ グラングリーン大阪 開業プロモーション ▍ TOKYO GIRLS COLLECTION 2024 AUTUMN/WINTER

成長戦略の進捗01.0３
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APPENDIX04
● Purpose、会社概要・沿革
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会社概要・沿革

APPENDIX
03.

2月

− 札幌オフィスを新設

5月

− 株式会社フロンティアインターナショナルの店頭販売支援事業を

2018年5月1日付けで分社化し新会社｢株式会社フロンティアダイレクト｣を設立
4月

− 店頭販売支援事業に特化したセルコム株式会社を設立

5月

− インドネシアに

PT.FRONTIER INTERNATIONAL INDONESIAを設立

札幌、仙台、東京、千葉、金沢、名古屋、大阪、広島、小倉、

福岡

主要拠点
(国内)

380人正社員数

1,430人契約社員

（株）フロンティアダイレクト

（株）イリアル

（株）ガイアコミュニケーションズ

（株）シネブリッジ

（株）マックスプロデュース

子会社

創業

株式会社フロンティアインターナショナル社名

エクスペリエンスソリューション事業

ヒューマンソリューション事業

デジタル・テクノロジーソリューション事業

事業内容

河村康宏代表取締役

1990年6月設立

429,766千円（資本準備金含む）資本金

東京都渋谷区渋谷3-3-5NBF 渋谷イースト所在地

1990

6月

イベント・キャンペーンの企画、制作、

運営を目的として

東京都港区六本木に

当社設立

2005

2008

2010

2013

2022

2019

2021

6月

− 仙台、千葉、金沢、広島、

小倉、熊本、静岡に

サテライトオフィスを

出店し、国内13拠点に

9月

− 株式会社ワールドパーク

へ出資

11月

− 体験創造研究所を設立

2001

2018

2月

− ANOBAKA３号有限責任事業組合へ出資

4月

− 名古屋オフィスを愛知県名古屋市中村区に移転

− 東京証券取引所の市場区分の見直しにより、

東京証券取引所マザーズからグロース市場に移行

7月

− 現在地(東京都渋谷区渋谷)に、本社移転

11月

− 名古屋オフィスを新設

2月

− 大阪オフィスを新設

2009

5月

− 福岡オフィスを新設

8月

− 中国に

划劳通文化艺术咨询
(上海)有限公司を
設立

2月

− 東証マザーズ

上場

2023

5月

− 株式会社イリアル設立

1月

− 株式会社
ガイアコミュニケーションズ

買収

2024

04

9月

− 株式会社シネブリッジ、
株式会社マックスプロデュース

買収



2024 ©
 F

R
O

N
T

IE
R

 IN
T

E
R

N
A

T
IO

N
A

L IN
C

.

24

APPENDIX04
● 事業ポートフォリオのソリューション全体像、ビジネスモデル
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デジタル・テクノロジー

ソリューション事業

事業ポートフォリオのソリューション全体像

体験を基軸とした

マーケティング支援を中心としながら、

各産業・業種・業務機能に対して

体験創造ナレッジを応用する

非マーケティング領域まで手掛ける。

非マーケティング領域

マーケティング

支援領域

エクスペリエンス

ソリューション事業

体験創造で生み出す収益

ヒューマン

ソリューション事業

人のコミュニケーション

能力で生み出す収益
テクノロジーやデジタルで

生み出す収益

APPENDIX04
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ソリューションのビジネスモデル

サービス例事業概要 優位性

体験の企画・設計や実装

による課題解決・サポートに

より収益を得るビジネス。

人が集まる体験接点やビジネス

の場に人材を提供することに

より収益を得るビジネス。

体験創造の基盤をデジタル・

テクノロジーを通じて提供する

ことにより収益を得るビジネス。

イベントにPRやスペースプロデュー

ス、デジタル等を絡めた総合的な体

験設計が可能。

3万人の登録人材と先進の内部研修

制度により、販促からSESまで幅広

い領域を網羅。

オフライン体験を組み込んだ統合

コミュニケーションプランニングや

SNS運用に強み。

● 店頭プロモーション

● イベントプロモーショ
ン

● アウター／インナー
ブランディング

● 店頭販促支援

● 事務局機能

● 人材派遣

● メディア＆コンテンツ
プロモーション

● メディア運用支援デジタル・テクノロジー

ソリューション

エクスペリエンス

ソリューション

ヒューマン

ソリューション

APPENDIX04
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ソリューションの収益モデル

● 代理店以外のクライアントの拡大

● 販促能力の向上

● 業務受注範囲の拡大

日本を代表する

大手企業群

店頭販促を必要とする

大手企業や外資系企業

リアルマーケティング

の機能向上させたい

中堅以上の企業群

● 確保派遣人材の拡大

● 顧客数の拡大

● パッケージ開発力と機能の優位性

High

Low

Short

Long

単価クライアント 利益成長の鍵期間

デジタル・テクノロジー

ソリューション

エクスペリエンス

ソリューション

ヒューマン

ソリューション

APPENDIX04
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APPENDIX04
● フロンティアインターナショナルグループの目標(2027年4月期)



2024 ©
 F

R
O

N
T

IE
R

 IN
T

E
R

N
A

T
IO

N
A

L IN
C

.

29

（億
円）

フロンティアインターナショナルグループの目標(2027年4月期)

全ての事業領域において、事業提携やM&Aの可能性

を常に模索し事業内容深化や事業拡大のドライバー

の一つとする。

コンサルティングビジネスの進出や

ビジネスプラットフォームで収益基盤を構築してい

く。

デジタル・テクノロジーソリューション

事業

販促領域のみならず、コミュニケーショントレーニ

ングを積んだ人材のSES投入などで、事業範囲及び

事業規模の拡大を図る。

ヒューマンソリューション事業

デジタルテクロジーによる体験創造能力向上でマー

ケティング支援の高度化や非マーケ領域への進出に

より売上の拡大を図る。

エクスペリエンスソリューション事業

売上高目標

500
億円

領域売上構成

APPENDIX04



お問い合わせ先 info@frontier-i.co.jp

• 本資料は、情報提供のみを目的として作成しています。有価証券の販売の勧誘や購入の勧誘を目的としたものではありません。

• 本資料には、将来の見通しに関する記述が含まれています。これらの将来の見通しに関する記述は、本資料の日付時点の情報に基づいて作成されています。将来予想に関する記述には、既知及び未知のリ

スクや

不確実性が含まれており、その結果、将来の実際の業績や財務状況は、将来予想に関する記述によって明示的または黙示的に示された将来の業績や結果の予想とは大きく異なる可能性があります。

• これらの記述に記載された結果と大きく異なる可能性のある要因には、国内及び国際的な経済状況の変化や、当社グループが事業展開する業界の動向等が含まれますが、これらに限定されるものではあり

ません。

• また、当社グループ以外の事項・組織に関する情報は、一般に公開されている情報に基づいており、当社はそのような一般に公開されている情報の正確性や適切性を検証しておらず、保証しておりません。

本資料のアップデートについて、次回は2025年7月を予定しております。今後、事業年度経過後を3ヵ月以内に開示を行う予定です。

● 本資料に関する注意事項


